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東
飯
田
地
区
人
権
・ 

部
落
差
別
解
消
啓
発 

推
進
協
議
会
総
会 

  

4

月
19

日
（
金
）
に
２
０
２
４
年
度

の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

２
０
２
３
年
度
事
業
報
告
、
会
計
報

告
、
監
査
報
告
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
２
０
２
４
年
度
の
事
業
計

画
案
、
会
計
予
算
案
も
承
認
を
い
た
だ

き
、
今
年
度
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
の
位
置
づ
け
が
変
わ
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
い
ろ
ん
な
活
動
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
東
飯
田
地
区

人
権
講
演
会
が
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
、
東
飯
田
小
学
校
で
生
ま
れ
た 

「
ハ
ー
ト
降
る
こ
こ
の
え
」
の
講
演
で 

あ
っ
た
こ
と
も
復
活
に
ふ
さ
わ
し
か

っ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
本
年
度
も

多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

 

２
０
２
４
年
度
事
業
計
画 

一
基
本
目
標 

 
 

人
権
問
題
・
部
落
差
別
問
題
の

正
し
い
理
解
に
向
け
て
、
効
果
的

な
啓
発
活
動
を
推
進
す
る
。 

二
具
体
目
標 

 
 

人
権
問
題
・
部
落
差
別
問
題
の

解
決
に
向
け
て
、
啓
発
活
動
の
推

進
者
と
な
る
人
材
を
地
域
の
中

に
育
成
す
る
と
と
も
に
、
推
進
委

員
が
自
ら
学
習
を
深
め
、
住
民
と

の
対
話
に
よ
っ
て
啓
発
活
動
を

積
極
的
に
推
進
で
き
る
体
制
づ

く
り
に
努
め
る
。 

三
活
動
計
画 

（１）

人
権
問
題
・
部
落
差
別
問
題
学
習
会 

〇
保
護
者
会
な
ど
へ
の
学
習
会
の

提
供 

〇
こ
ど
も
園
、
小
学
校
、
中
学
校
と

の
共
催
に
よ
る
学
習
会
の
開
催 

 

〇
各
種
団
体
や
行
政
区
へ
の
学
習

機
会
の
提
供 

 

〇
推
進
委
員
の
学
習
会
の
開
催 

 

（２）

人
権
旬
間
、
人
権
学
習
会
の
行

事
に
参
加 

(3)

視
察
研
修
の
実
施
及
び
各
種
研

修
会
へ
の
参
加 

(4)

推
進
委
員
と
の
交
流
会
の
開
催 

 
 
 

（
意
見
交
換
会
） 

（５）

広
報
誌
の
発
行 

 

以
上
の
事
業
計
画
に
基
づ
き
今
年 

度
も
活
動
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

お
知
ら
せ 

 

東
飯
田
公
民
館
で
は 

「
解
放
新
聞
」（
部
落
解
放
同

盟
中
央
機
関
紙
）
を
購
読
し
て
い
ま

す
。
毎
月
5

、
15

、
25

日
発
行
で

す
。
読
み
た
い
方
は
お
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。 

   


